




Finite Element Solution 





企h旦主主主主主.;.A solution obtained by applying finite element analysis to a 
non-steady saturated unsaturated seepage f10w in ground， often disagrees 
with other ones obtained under other calculating condition， namely the 
time interval， the mesh size and the allowable error of convergency at each 
time step. The trouble is that it has not been so far known the way of 
finding out the most exact solution among these different ones through finite 
element analyses. 
In this paper， for the purpose of making such trouble clear， relationships 
between exact solution and such factors as time step interval， mesh size and 
allowable error are discussed. Furthermore， the procedure for obtaini且gthe 













































和度。 /θsの関係は、。/e s=40000/(40000+ I h I 2. 90) 
hと相対透水係数比k/k.の関係は、
k/k.=2. 9 x wa/(2.99 X 106十Ih I 5. 0) 
を得た。これらの関係を用いて差分法によって計算





































































和度 θ/θ，-圧力水頭 hの関係および、 θ/θ ，-





















2.41こ示す。浸潤面形は、降雨開始から t=12，23， 35， 
47分後のものである。
FEM解析モデルは、降雨による斜面内浸透実験を













































o x(cm) 100 200 300 
図-3.1t=3h後の浸潤面形状












































































図-3園 4Hp-Ll t / LlE関係、(Case.2LlYm; n=5. Ocm) 
図-3.5は要素サイズ(Ll Y m ; n = 3.75， 7.94， 10. 38， 
15.00)ごとに Hp-Llt/ LlE関係について整理した
もので、図の (a)，(b)， (c)， (d)はそれぞれ表-2.1
中の Casel， 3， 4， 5の解析結果である。これらの図か
ら Hp-Llt/ LlE関係は各 Caseごとに、すなわち
LlYm; nごとに概ね l本の曲線で表されていることが
わかる。図中の (a)の場合、Llt/LlE>2x 103で Hp
の値が Vauc1inらの値 (Vauclinらの計算結果から
読みとった正解の範囲 Hp=98-100cm)と一致し、

























1Q2--103- 104 105 
Llt! L!E(s/cm) (a) Case.1 (LJym;n=3.75cm) 
1 02 103 1 04 105 
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また、図-3.5の (a)，(b)， (c)， (d)を対比してみ
ると、 (b)，(C)および (d)は、 (a)を横軸の正の
方向に平行移動した関係になっている。今、 (a)の
60< L1t/ LlE< 400に対して直線の式を求めると、
(1): Hpニ18.O(logl o( L1t/ L1E)+2. 85)となる。 (b)，
(C)， (d)図および Case.2(図-3園 4 L1Yminニ5.Ocm) 







02. 56寸.95となる。同様にして (2)，(b)および (C)
直線についても(1)直線とのL1sを求めると、そ
れぞれL1s=1.17， 1.45. 1.78となる。図-3.6に
L1sとL1Ymi nの関係を示す。図から、 logl0 L1sと
loglo L1Ym i nはほぼ直線的な関係にあり、両者の関






















5 10 20 30 
L1 Y min( cm) 
図-3.6L1S-L1Ymin関係
図-3.7は、図-3.4および図-3.5 (a)， (b)， 


















102 103. --10 
L.It/ LlEJLlYmin(S/cm3/2) 













o x(c，;.l) 100 200 300 
図 3.8要素サイズと浸潤面形状














-----. Llt= ls，LlE=O.Olcm Llx = 5.0cm 
Lly = 2.5cm寸????
。
図 3. 9 t=35田in後の浸潤面形
ため、要素サイズごとにHp-L1t/ L1E関係により結
果を整理する。 Hpの値は、図-2固4に示す t二3h後




L1t/ L1 E(s/cm)の値が 50~. 50， 000と大きくなるの
に対応して Hp(cm)の値が約 1~3. 5cmから 6.5r~ 
9cmまで変化しており、解に差がでているのが明ら
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(a) .L1x = 2.5cm(Case.l) -L:lt! .L1E(s!cmi 
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(0) L!x = 1 O.Ocm(Case.3) '2It! L!E(s!cmj 
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